
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

住宅のゴミ･エネルギー問題など【環境負荷 】について 

社会の環境負荷を考え配慮することは重要です｡住宅のリサイクル向上と生活

エネルギｰの減少はどうしたらいいのでしょう。アップルは 

伝統的素材､工法に関わる最先端の知識に触れ､エコロジカル 

な視点から住宅再生にこれからも取組んでまいります。 
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オーストリア･ドイツエコロジー建築特集 ② 

木と土壁の家､パッシブ･ハウス【オーストリア･タッテンドルフ】 
          オーストリアの省エネ建築の中でも自然素材(粘土･ 

未焼成レンガ)を多様しｱｸﾃｨﾌﾞな『省エネ装置』を極力 

排除したﾊﾟｯｼﾌﾞﾊｳｽです。ﾖｰﾛｯﾊﾟの省エネ基準ﾊﾟｯｼﾌﾞ 

ﾊｳｽは、①南面開放②北側を閉じる③断熱が基本です。 

性能数値のお話は別にしても､日本の建築と考え方は 

ほぼ同じです。違うのは日本の住宅が石油建材で囲まれ 

閉塞感に満ちている点。ﾖｰﾛｯﾊﾟのｴｺﾛｼﾞｰ＆ﾊﾞｳﾋﾞｵﾛｷﾞｰ 

建築は人間中心の空間に自然素材で作られる清々しい 

空気で満ち溢れています。私たちも自然を肌で感じる住まいを取戻したいですね。 

 
 

    

パッシブ･ハウスの幼稚園【オーストリア･ツィアースドルフ】
ｵｰｽﾄﾘｱの住政策【未来の住まい】に基づく幼稚園が 

従来の建物と異る点は ①ｴﾈﾙｷﾞｰのﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ基準 

(建材製造～建築時～使用中～解体迄の生涯ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ)  

②再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ利用 ③持続可能なｴｺ･ﾏﾃﾘｱﾙ活用 

で建築されている事です。例えば屋根はﾘｻｲｸﾙｱﾙﾐ99％､天井の土ﾓﾙﾀﾙ､断熱材 

のｽﾄﾛｰﾍﾞｲﾙ(藁)､建物の木材､ﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞの木質燃料も地場材という点です。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟの省エネ基準が日本と大きく異なるのは【出来上がった製品】だけを 

見て省エネという日本の基準です。環境先進国ﾖｰﾛｯﾊﾟに見習う点はまだまだ沢山ありそうです。 

                                    ㈱ｱｯﾌﾟﾙ 大竹 

 

■食品スーパーにも【エコロジー建築】の波が押し寄せている！ 

 

 

 

日本の有機肥料・減農薬栽培に相当するものとして 

ﾄﾞｲﾂ･ｵｰｽﾄﾘｱの食品にはBIO・DEMETERという基準が 

あります。この省エネ型ﾊﾟｯｼﾌﾞﾊｳｽのｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄは 

BIO基準ではない、普通の食料品を扱うお店ですが 

日用品はすべて成分表示、余計な包装や過剰なﾊﾟｯｹｰ 

ｼﾞはありません。もちろん野菜１個、ﾊﾑも1枚から切り売 

り販売しﾚｼﾞ袋は有料。ﾏｲﾊﾞｯｸﾞ持参が当たり前でした。 
■ＮＡＨ&FRISCH Supermarkt 【訳：近くて新鮮スーパー】

■BIO･DEMETER でなくても個別販売 

■ｵｰｽﾄﾘｱ初のﾊﾟｯｼﾌﾞ基準(18kWh/年)のｽｰﾊﾟｰ 

 

 

この食品ｽｰﾊﾟｰはｶﾗﾏﾂの外壁断熱木構造+省エネ窓ﾄﾘ

ﾌﾟﾙ硝子＋８５％熱交換機(ｵｰﾌﾞﾝ・冷蔵庫の廃熱を再利

用)と自然素材で快適な室内環境を持ちます。ｱｸﾃｨﾌﾞな

省エネ装置は南面ｿｰﾗｰ電池のみ。年間電力の40％を

まかなう他は、ｴｺ電力(風力・地熱発電)を購入し、石油

ｴﾈﾙｷﾞｰを使わないｺﾝｾﾌﾟﾄのｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄです。 

ＮＰＯ民家再生リサイクル協会正会員 ㈱アップル 『施工例』 www.reform-apple.com ビンテージ・WORKSから 

 

■ 11 月参加の講習会など ●管理建築士定期講習会（栃木県建築士事務所協会主催） 

●『NPO 今井町まちなみ保存ﾈｯﾄﾜｰｸ』交流会 （奈良県・橿原市今井寺内町） 
●宇都宮大学公開講座 『ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ』 （宇都宮大学生涯学習ｾﾝﾀｰ主催・宇都宮） 

●『ｱﾒﾘｶ･ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ建築の動向』 （ｱﾒﾘｶ商務局主催･東京 BIG ｻｲﾄ） 

 
㈱アップルは建設業許可法人(般-第 22168 号)･二級建築士事務所(第 4088 号)･住宅金融公庫住宅調査登録建築士事務所(第 16090044 号)･ シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101 号)･厚生労働省許可 古材施工技術士登録事務所(第 KS010003 号)です。

★『建築と生物学』を結ぶ『バウビオロギー建築』★ 
日本にも、自然とかかわる『しつらえ』に親しみ自然と共に暮らす習慣がありました。 

『エコバウ･リフォーム』は自然素材を多用する私達の考えが詰まった 

『エコロジーで健康』なコンセプトリフォーム。アップルで推進中です!! 
  

ロハス･デザイン＆エコロジー･リフォーム 

住宅のリモデルは･･･構造･設計のプロ『管理建築士』が常駐する住宅の 

スペシャリスト『住まいのリフォーム専門店』＝アップルまでご相談ください 

  

屋上緑化屋根＆葦の庇で日射遮蔽 

 

 

 

↑必要電力 40%は南面のｿｰﾗｰ電池から 

↓BIO 基準の野菜でなくてもﾊﾟｯｸ販売はない。

●詳しいﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｴｺ建築は・・・アップル www.reform-apple.com  トピックスから 

エコロジー＆ 建築生態学の応用 

●「古材」はﾘﾕｰｽ長く大切に使います。

●内装はすべてウッドチップクロス 

「リサイクル壁紙」を使用しています。

 

ﾄﾘﾌﾟﾙ断熱ｶﾞﾗｽはﾊﾟｯｼﾌﾞﾊｳｽ基準。ソーラー電池は清掃ﾒﾝﾃのために壁の一部に取付るｹｰｽが多い。（上）

ｿｰﾗｰ電池は製造ｴﾈﾙｷﾞｰと廃棄時のｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄに大きな環境負荷が残る。ﾘｻｲｸﾙ出来ないｿｰﾗｰ電池は

将来大量発生するｺﾞﾐ問題も残す。日本では表面化していないが、実はﾖｰﾛｯﾊﾟでも悩ましい問題である。 

屋根上にはｿｰﾗｰ・ｺﾚｸﾀｰ(給湯＋ 

熱交換機)が搭載され給湯に活用 


